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平
成
30
年
度
事
業
報
告

1　

研
究
助
成

Ⅰ
「
仏
教
文
化
及
び
宗
教
文
化
に
関
す
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
部
門

　

〈
個
人
研
究
〉

①
「
新
日
吉
神
宮
旧
蔵
蘆
庵
文
庫
の
調
査
と
研
究
」

�

兼
担
研
究
員　

大　

谷　

俊　

太

Ⅱ
「
人
文
・
社
会
・
自
然
の
各
分
野
に
お
け
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
部
門

　

〈
個
人
研
究
〉

①
「
ド
イ
ツ
連
邦
軍
兵
士
・
退
役
軍
人
に
よ
る
「
市
民
運
動
」」

�

兼
担
研
究
員　

市　

川　

ひ
ろ
み

②
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
初
等
教
育
に
お
け
る
宗

教
と
食
育
─
幼
少
連
携
食
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
に
向

け
て
─
」

�

兼
担
研
究
員　

表　
　
　

真　

美

③
「
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ド
・
ゲ
ル
ド
ロ
ー
ド
の
短
編
小
説
作
品
を

め
ぐ
る
問
題
」

�

兼
担
研
究
員　

小　

林　

亜　

美

　

〈
共
同
研
究
〉

①
「
平
和
を
創
る
─
理
念
と
実
践
─
」

�

研
究
代
表
者
・
兼
担
研
究
員　

岩　

槻　

知　

也

�

研
究
分
担
者
・
兼
担
研
究
員　

坂　

口　

満　

宏

�

中　

西　

恭　

子

�

黒　

田　

義　

道

�

桂　
　
　

博　

美

�

中　

田　

兼　

介

�

市　

川　

ひ
ろ
み

2　

公
開
講
座

　

仏
教
文
化
公
開
講
座

　
　
　

日
時　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
七
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
二
時
四
十
五
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

礼
拝
堂
（
Ａ
校
舎
五
階
）

　
　
　
　

・
講
題
「
龍
樹
菩
薩
に
学
ぶ
─
空
性
論
の
展
開
か
ら

浄
土
教
の
導
き
へ
─
」
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講
師　

�

国
際
仏
教
文
化
協
会
理
事
長
、
元
京
都
女

子
大
学
教
授�

佐
々
木　

惠　

精

　

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座

　

Ⅰ　

日
時　

平
成
三
十
年
六
月
十
六
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
五
時

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｂ
校
舎
五
〇
一
教
室

　
　
　

テ
ー
マ
「『
天
皇
譲
位
』
の
時
代
─
院
政
期
の
政
治
と

文
化
─
」

　
　
（
シ
リ
ー
ズ　

東
山
か
ら
発
信
す
る
京
都
の
歴
史
と
文
化
⑳
）

　
　
　
　

・
講
題
「
朝
覲
行
幸
に
み
る
天
皇
と
儀
礼
」

　
　
　
　
　

講
師　

�

佛
教
大
学
歴
史
学
部
准
教
授

�
　

佐　

古　

愛　

己

　
　
　
　

・
講
題
「�

仲
恭
天
皇
廃
位
の
衝
撃
─
承
久
の
乱
と
皇

位
継
承
─
」

　
　
　
　
　

講
師　

帝
京
大
学
文
学
部
講
師

�

　

佐　

伯　

智　

広

　

Ⅱ　

日
時　

平
成
三
十
年
九
月
十
五
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

礼
拝
堂
（
Ａ
校
舎
五
階
）

　
　
　
　

・
講
題
「�『
華
厳
経
』
か
ら
華
厳
教
学
へ
─
仏
教
東

漸
の
一
側
面
と
し
て
─
」

　
　
　
　
　

講
師　

�

東
大
寺
華
厳
学
研
究
所
研
究
員
、
京
都
女

子
大
学
非
常
勤
講
師�

中　

西　

俊　

英

　
　
　
　

・
講
題
「
古
代
イ
ン
ド
の
思
想
と
仏
教
の
は
じ
ま
り
」

　
　
　
　
　

講
師　

京
都
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授

�

藤　

井　

隆　

道

3　

研
究
紀
要
「
第
32
号
」

　

研
究
発
表

　
　

出
羽
国
由
利
郡
地
頭
由
利
維
平
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　

─
源
頼
朝
政
権
と
出
羽
国
─

�

野　

口　
　
　

実

　
　

樹
木
葬
墓
地
の
特
性
と
墓
制
で
の
位
置
づ
け

　
　
　

～
「
京
都
の
樹
木
葬
」
意
識
調
査
か
ら
～

�

槇　

村　

久　

子

　
　
『
俱
舎
論
』安
慧
釈（
Ｔ
Ａ
）に
見
ら
れ
る『
順
正
理
論
』（
Ｎ
Ａ
）

　
　
　

─�

三
世
実
有
説
を
巡
っ
て
─

�

秋　

本　
　
　

勝

　
　

京
都
の
自
然
を
活
か
し
た
自
然
体
験
と
環
境
教
育
の
推
進

　

�

宮　

野　

純　

次

　
　

災
害
社
会
学
の
成
果
に
基
づ
く
社
会
科
「
災
害
単
元
」
の

開
発
研
究
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�

松　

岡　
　
　

靖

　
　

宗
教
歌
の
演
奏
に
つ
い
て

　
　
　

～
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
讃
美
歌
に
着
目
し
て
～

�

ガ
ハ
プ
カ　

奈
美

　
　〈
平
成
二
十
九
年
度
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
録
要
旨
〉

　
　

水
無
瀬
離
宮（
水
無
瀬
殿
）の
空
間
構
成
と
機
能
に
つ
い
て

�

豊　

田　

裕　

章

　
　

承
久
の
乱
を
考
え
る

�

上
横
手　

雅　

敬

　〈
平
成
二
十
九
年
度
仏
教
文
化
公
開
講
座
講
演
録
〉

　
　

仏
教
・
浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
輪
廻
転
生
」
の
説
示

�

松　

尾　

宣　

昭

4　

研
究
所
だ
よ
り

　
　

第
67
号
（
七
月
発
行
）

　
　

第
68
号
（
二
月
発
行
）�

第
三
十
三
回
懸
賞
論
文
発
表

5　

懸
賞
論
文
募
集

　

テ
ー
マ

　

（
京
都
女
子
大
学
学
生
及
び
京
都
女
子
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　

�　

親
鸞
の
思
想
、
仏
教
思
想
や
宗
教
思
想
等
あ
る
い
は

現
代
社
会
の
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
宗
教
の
視
点
も
加
え
て
論
評
し
た
も
の
。
た
と
え

ば
性
差
別
や
生
命
倫
理
の
問
題
、
地
球
環
境
、
国
際
関

係
、
Ｉ
Ｔ
の
普
及
、
少
年
犯
罪
や
カ
ル
ト
宗
教
を
め
ぐ

る
問
題
な
ど
に
関
す
る
も
の
。
題
は
自
由
。
ま
た
、エ
ッ

セ
イ
の
形
式
で
も
可
。

　

（
京
都
女
子
高
等
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

釈
尊
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

3　

親
鸞
聖
人
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

（
京
都
女
子
中
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

お
し
ゃ
か
さ
ま
と
私

　
　
　

3　

親
鸞
さ
ま
と
私

　
　
　

題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

（
京
都
女
子
大
学
附
属
小
学
校
児
童
）

　
　
　

�　
「
ほ
と
け
さ
ま
の
こ
と
」｢

お
し
ゃ
か
さ
ま
の
こ
と｣
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｢

し
ん
ら
ん
さ
ま
の
こ
と｣

に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ

い
。
題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

題
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

（
京
都
幼
稚
園
年
長
組
園
児
）

　
　
　

み
ほ
と
け
さ
ま
の
絵

平
成
三
十
年
度
報
告

応
募
数　
　

639
編

　
　

大
学
・
大
学
院
生�

13
編

　
　

高
校
生�

77
編

　
　

中
学
生�

21
編

　
　

小
学
生�

484
編

　
　

幼
稚
園
児�

44
編

入
選
者　
　

76
編

　
　

大
学
・
大
学
院
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�
1
編

　
　
　

秀
作�
3
編

　
　
　

佳
作�

2
編

　
　
　

努
力
賞�

6
編

　
　

高
校
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�

2
編

　
　
　

秀
作�

2
編

　
　
　

佳
作�

6
編

　
　

中
学
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�

1
編

　
　
　

秀
作�

2
編

　
　
　

佳
作�

4
編

　
　

小
学
生
の
部

　
　
　

金
賞�

13
編

　
　
　

銀
賞�

28
編

　
　

幼
稚
園
の
部

　
　
　

入
賞�

6
編

6　

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　

テ
ー
マ
：
中
世
前
期
の
社
会
と
文
化

　
　

内
容
及
び
日
時

　
　
　

①
史
料
講
読
会

　
　
　
　

�『
吾
妻
鏡
』・『
百
練
抄
』
講
読
（
主
に
歴
史
学
専
攻

者
対
象
）

　
　
　
　
　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
一
時
～
六
時

　
　
　

②
機
関
誌
『
紫
苑
』
の
発
行
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�

第
十
六
号
を
発
行
し
た
。

　
　
　

④
そ
の
他

　
　
　
　

�
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
研
究
所
主
催

の
公
開
講
座
に
際
し
て
は
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て

受
付
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
し
、
講
座
修
了
後
に
講

師
及
び
来
席
し
た
研
究
者
等
と
懇
談
会
を
行
っ
た
。

7　

そ
の
他

　

資
料
サ
ー
ビ
ス

　
　

図
書
・
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
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編

集

後

記

◇
こ
こ
に
「
研
究
紀
要
」
第
三
十
三
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

も
各
先
生
方
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
分
野
の
成
果
を
寄
稿
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

◇
平
成
三
十
年
度
の
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
は
「『
天
皇
譲
位
』
の

時
代
―
院
政
期
の
政
治
と
文
化
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
Ⅰ
部
は
、

佛
教
大
学
歴
史
学
部
准
教
授
の
佐
古
愛
己
先
生
に
「
朝
覲
行
幸
に
み
る
天
皇

と
儀
礼
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
第
Ⅱ
部
で

は
、
帝
京
大
学
文
学
部
講
師
の
佐
伯
智
広
先
生
に
「
仲
恭
天
皇
廃
位
の
衝

撃
─
承
久
の
乱
と
皇
位
継
承
─
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
平
成
三
十
年
度
の
仏
教
文
化
公
開
講
座
で
は
、
国
際
仏
教
文
化
協
会
理
事

長
、
元
京
都
女
子
大
学
教
授
の
佐
々
木
惠
精
先
生
に
「
龍
樹
菩
薩
に
学
ぶ

─
空
性
論
の
展
開
か
ら
浄
土
教
の
導
き
へ
─
」
と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
い
ず
れ
の
公
開
講
座
も
た
く
さ
ん
の
聴
衆
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
先
生
の
お
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
主
催
者
と

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
今
後
も
よ
り
多
く
の
先
生
方
に
「
仏
教
文
化
を
中
心
に
、
広
く
宗
教
と
文

化
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
、
も
っ
て
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
い
う
当
研
究
所
設
置
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多

く
の
研
究
申
請
が
出
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
研
究
紀
要
」
第
三
十
三
号

令
和
二
年
二
月
二
十
日　

印
刷

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日　

発
行

京　
都　
女　
子　
大　
学

宗
教
・
文
化
研
究
所

所
長　

普
賢　

保
之

〠
六
〇
五-

八
五
〇
一　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

　
　
　
　
　

電
話　
〇
七
五（
五
三
一
）七
〇
七
四（
直
通
）

　
　
　

印　

刷　

所　

株
式
会
社　
同
朋
舎

〠
六
〇
〇-

八
八
〇
五　

京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

図
書
印
刷
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